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文 献

緒 言

赤 血 球 沈 降 速 度 測 定 ガFahraeus(1)二 依 リテ 臨

躰 醤 學 二 鷹 用 ノ途 ラ見 出 ス ヤ 、 沈 降 度 速 進 ノ理

由 二 關 シ テ数 多 ク ノ研 究 報 告 ハ 實 二 枚 墾 二逞 ナ

シ ト錐 モ 、 其 ノ本 態 二 至 リ テ ハ 、 今 術 蹄 一 セ ザ

ル モ ノ ・如 ク 、 或 ハ 軍 位 容 積 内 ノ血 球 撒 テ 以 テ

其 ノ主 ナ ル原 因 ト見 倣 シ(Abderbalden(2),Bifs-

cher〔3))、 或 ・・「フ イ ブ リ ハゲ ン」増 量 設 テ稽 フ ル

ー モ ノ(Starlinger(4),Gram〔5))ア リ、 或 ・・赤 血

球 陰 性 荷 電 減 少 詮(Moral(6})、 血 球 凝 集 設(Fah-

raeUS(1),LinZenmeier(7))、 「グ ロ ブ リ ン」増 量 設

(Alder'8))等 ラ以 テ互 二譲 ル 庭 ナ シ。然 レ共 恐 ラ

ク以 上 ノ諸 読 ハ何 レ テ誤 謬 トモ構 ス 可 キ モ ノ ニ

非 ズ シ テ 、 或 ハ 楯 ノ雨 面 ヨ リ之 テ 見 タ ル モ ノ、

或 ハ個 々疾 病 ノ種 類 二 依 ツ テ夫 々 原 因 ノ異 ナ ル

モ ノト見徹 シテ大 イナル誤 ナ シト思惟 セ ラル ・

虎 ナ リ。 而 シテ肺結核 二於 テ著 シキ赤血球沈 降

速度 ノ速進 ラ來 タスモ ノハ、文献 二徴 スルニ、

主 トシテ上述軍位容積 内血球 ノ減 少(貧 血 ノ著

シキ場合)ト 「ブイブリノグ ン」ノ著 シ キ増 加 ノ

トニ職 由 スル コ ト最 モ多 キガ如 シ。此庭 二於 テ

余 ハ更 二結核患者 二於 テ血清 中 ノ「カルチウム.

及 ビ「クロー ル」含量 ガ 赤血球 沈降速 度拉 二病

型、病竈 ノ進行程度 トノ間 二如何 ナル關係 アラ

ンカラ知 ラン ト欲 シ、之 ガ研索 テ試 ミ、併 セテ

「ツベ ルク リン」ノ皮下注射 ガ是等∬旧青贈類 及 ビ

沈降速度 二如何 ナル影響 テ及 ボスカニ就 キテ究

メン トセ リ。

實験方法

検査材料、拙著「肺結核患者血清監類 ノ浦長 二 就 テ」参照。
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探血、封照及 ビ患者共 二早朝 室腹時 二肘静脈 ヨ

リ採血 シ、一部 テ以 テ赤 血球 沈降速度測定用 二

供 シ、 他 テ血清盤類 定量 二供 七リ。血清賂類定

量 ノ爲 ノ被検 材料 ノ適宜 ナル虎 置二就 テ何 レモ

亦拙著 「肺結核患 者血清盤類 ノ濡長 二就 テ1二 既

述 セル所 ナ リ。

「ツベ ルク リン」注射 ハ菖 「ッベル クリン」原液 テ

生理的 食盤水 ニテ1萬 倍 二稀繹 セ シモ ノラ艦重

ニ ヨツテ1耗 乃至1.5立 毛、前 日午後2時 、 上臆

ノ皮下 二施 行 シ、注射後 ノ探血 ハ注射 ノ翌朝8

時 ラ以 テナ セ リ。

血清 「カルチウ ム」定量、拙著 「肺結核 患者lll1清鞭

類 ノ濡長 二就 テ 馨照,

血 清 「クロール」定量、前者同様。

沈 降速 度測定、Westergren(3}氏 法 テ 基礎 トシ

タルモ ノニ シテ、自Pチ3.8%Fノ 絢 様象酸 「ナ トリ

ウム」水溶液{}.4耗 テ尖底試 験管 二 注 入 シ、之

二探取 セル血液 テ迅速 一 駒込 「ピペ.ト 」ニテ2

耗 吸 ヒ上 ゲタルモ ノテ注 入混和 シ、之 テ沈降速

度用硝子管 ノL)(》糎 マデ吸 ヒ上 ゲ 沈降速 度用皇

二立 テ、 直 二搬氏37度 ノ解卵器 内 二 静 置 シ、

15分 、30分 、60・分 、90分 、2時 間、3時 間、

ろ時間 、8時 間、12時 間 、24時 間、 ノ経過 テ

観測 セ リ。温 度 ノ沈降速度 二影響 アル コ トハ先

輩諸氏(Fahraeus〔1),Ley'cio,,OettingentliiH,村

上 及山 口「1L'/、竹 林131、長 嶋(N))ノ 」實駒【ニ ヨリテ明

ナ リ。成績 表 ニハ沈 降速度 ラS.G.ト シテ、2

時 間 目 ノモ ノテcmニ テ表 セ リ(此 時間 ハ個人

差 ガ最 モ張 ク現 レタル時期 二相 當 セル テ以 テ選

定 セルナ リ)。 杓構酸 「ナ トリウム」水溶液 ハ毎

常作 製後1週 間以 内 ノモ ノヲ使用 ス。

實験成績

先 ヅ血清盤類含量及 ビ血球沈降速度 二關 スル検

査全成績 バー括 シテ之 ラ第1表 、第2表 、第3

表、第4表 二示 スガ如 シ。

各測 定種 目二就 テ更 二詳細 二 詮明 ラ加 ヘ ント

スo
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第一章 結核患者沈降速度ノ成績

第一項 封照健康 髄沈降速度 ノ男 女 ノ別

余 ノ健康禮男子10例 、女子1]例 ヨリ得 タル成

績 ニ ヨレバ其 ノ例 数少 キモ、先輩諸氏 ノ所詮 ノ

如 ク、女子 ハ男子 ヨリモ沈降速度大 ナル コ トテ

表 セ リ(第1、2、5表 参 照)。

第二項 結核患者 ノ沈降速 度 卜病型 ト

ノ關係

結 核患者 肩 例 ノ實験成績(第3、4、5表 参照)

ハ勿論健康龍 二於 ケル ヨリモ著 シク速 カナル沈

降速度 ラ示 シ居 レリ。而 モ病型 トノ關係 ハ第6

表 二示 ス如 久 滲 出型 ニア リテハ檜殖型 二於 ケ

ルヨリモ明 カニ大 ニ シテ病竈 ノ進行程度 二於 テ

ハツルバ ン氏1、Il、 皿期 ノ順 二從 ツテ沈 降速度

檜進 テ致 セ リ。又有菌者 ハ無菌者 二比 シテ大 ナ

ル李均値 ラ示 セ リ。之 テ文獣 二徴 スルニKarl

Mathe(15)氏 ・・肺結核患者 二於 テ滲 出型 ・・士曾殖型

ヨリモ沈降速度大 ニ シテ患部 ノ大小 一 關 セズ

ト.又Windrathu.Garnatz(16)氏 等 ハ停止型

ヨリ進行型、進行型 ヨ リ粟粒結核 二於 テ赤 血球

沈降速度大 ナ リト構 フ。又長嶋 均氏 二依 レバ肺

結核患者 ノ赤血球沈降速度 ハ健康者 ノ其 レヨ リ

モ大 ニ シテ大農 二於 テ疾病 ノ活動 性 ノ弓蚤弱 二蚊

行 シ、病竈 ノ廣狭、登熱 二必 ズ シ モ 蚊行 セズ

ト。KaminskyandDavidson(m氏 等 モ肺結核 噌

二於 テ病竈 ノ活動性 ト赤沈速度 トノ間 ニハ密接

ナル不行 アリ ト構 ヘ タ リ.

第5表 封照及患者ノS.G.度 藪分布
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第6表 病型及病竈ヨリ観タルレSG.
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第=二章 結 核患 者 ル沈降 速度 卜血 清 「カ ルチ ウム」及 「ク ロー ル」含 有量

トノ相 關 關係

一余 ハ結核患者 ヨ リ得 タル成績 二因'ソ テ沈降速度

ト血清 「カルチ ウム」含 有量 トノ關係 ラ明 カニセ

ン トシテ、其 ノ相 關表(第7表)テ 作製 シテ考察

テ廻 ラセルニ、大膣 二於 テ血清 「ヵルチゥム」量

ノ大 ナル モ ノ程、沈 降速 度小 ナル結 果 テ知 ルコ

トテ得 タ リ。 即 チ血 清「カル チウム」含 有量 ト血

球沈降速度 トノ間 ニハ逆 相關關係存 セ リ。然 ル

ニ更 二進 ミテ男女 別 二 各 々 ノ相關表(第8、9

表)テ 作製 セル庭、濃厚 ナ ル此相 關關係 ハ掲 リ

ー女 子患者 二於 テ ノ ミ認 メ ラル ・モ ノニ シテ
、男

子 患者 二於 テハ殆 ン ド著 シキモ ノチ認 メ得 ザル

コ トテ知 ルニ至 レリ.

之 ラ文獣 二徴 スルニ村 上及 山 口(12、上 原(18)等ハ

'内科 的疾患 二
、 中山及下井(19)氏等 ハ妊婦 二於 テ

.赤血球沈降速 度促進 セルモ ノニア リテハ、其 ノ

第7表

(cmmg%)瞳 三≒`鑛161

8・0-81
_ 一 一1

-78
.2

一 昭

8・4-61
_

8.6-5 _1
8.81-4

血清 「カルチウム」ノ減少 ヲ見 シ ト云 ヒ、竹林㈹

氏 ハ家兎 一 「クロー ル カルチ ウム」テ注 入實験 ノ

結果、赤血球 沈降速度 ハ減退 セシ ト云 フ。

余 ノ得 タル結果 二從 ヘ バ血清 「カルチウム」量 ノ

減少 ハ掲 リ女子 二於 テノ ミ赤血球沈降速 度 二關

係 ノ深 キモ ノ、而 モ掲 リ妊婦 ノ ミニ限 ル可 ラズ

シテ、女子肺結核症 二於 テモ亦同檬密接 ナル關

係 アル コ トテ知 ル コ トテ得 タ リ.即 チ余 ノ此成

績 ハ赤血球沈降速 度 ノ理由 二關 スルー ツ ノ有力

ナル知 見テ得 タルモ ノ トシテ特筆 スルニ値 スル

モ ノト信 ゼ ラル。

更 二余 ハ沈降速 度 ト「クロー ル」含有量 トニ關 シ

テ同檬、表 テ作製 シ、之 ガ相關係数 テ算 出 シタ

レ ドモ、 逡 二何等密接 ナル關係 テ認 ムルコ ト得

ザ リキ。

男 女 患 者 二於 ケ ルレCaf,tトS.G.ト ノ相 關 關 係
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第9表 男 子 患 者 二於 ケ ルレCa量 トS.G.b7相 關 關 係
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第 三章 【ツベ ルク リン」注 射 ノ血清 「カルチ ウム」及 「ク ロー ル」含有量

二及 ホ ス影響 虹 呂沈 降速 度 二及 ボ ス影 響

「ツベ ルク リン」注射 ノ血清 「カル チウム」量、「ク 「ツベル ク リン」注射後健康例 二曾 テ見ザル著 シ

ロー ル」量 ノ檜減 二及 ボス影響 ハ共 一 封 照 ト患 キ増進 又 ハ遅滞 ラ示 スモ ノア リ(第]2表 、第13

者例 ト ノ間 二何等差 異 ラ認 ムル能 ハズ(第10、 表 中太線 テ記 セルモ ノ)、然 レドモ其 ノ何 ガ故 ナ

11、12、13表 琴 照)。 唯 赤血球 沈降速度 一=於 テ ルカテ明 カースル コ ト ラ得 ズ。文献 ニ ヨレバ

第10表 健康男子ノ「ツベルレクリン」注射ノ影響

睡
坂

名

○ 〇 三

紳 ○ 誠 ○

○ 田 〇 十 郎

林

○ 金 ○

○ ○ 鄭

性

♂

♂

♂

♂

郎1♂

年酬 離1(証I I前後ノ差{(混)愉 後ノ差い濡 痛 後ノ差

49 前
後

626.0

628.9

前
後

70
θ

33

34

前
後

前
後

42覆

611.3

596.7

643.5

620.0

614.3

605.5

620.0

631.8

十2.9

一13 .6

一23 .5

一8 .7

十11.8

9
"
8
●

●

Q
ゴ

Q
σ

9.6

10.0

9.4

10.2

10.6

9.6

10.8

10.0

十 〇.6

十 〇.4

十 〇.8

一1 .0

一 〇.8

Q
り
西り

■⊥

¶⊥

9

Φ
"

コ

　

2
04

0

4
●

●

ー
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¶
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●
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第11表 健 康 女 子 ノ「ツ ベ ルレク リ ン」注 射 ノ影 響

姓 名1 性 年齢 注射前後
NaCl
(mg%) 前後 ノ差

Ca
(mg%)

前後 ノ差1
瀞i前 後ノ差

○ 村 ○ と ♀ 36 箭
後

620.0

626.0
十6.0 1:1 一劃 窪:1

一1 .1

北 ○ つ い ○ ♀ 29

一 一

前
後

637.7

614.3
一23.4 10.2

10.0

14 .7-0.2
14.5

一 〇 .2

藤 ○ 枝 ♀ 25 前
後

620.0

602.6
一17.4 1:1 一 〇.2 §:1 一 〇 .2

碇 ○ 子 ♀ 21 前
後

631.8

608.4
昭23.4

11.0

9.0
一2

.0 1:1 一 〇 .2

南 ○ ○ 子 ♀ 20 前
後

608.4

611.3
十2.9

10.6

9.8
一 〇.8

舞:き 十 〇.6

第12表 男 子 患 者 ノ「ツ ベ ルレク リ ン」注 射 ノ影 響

姓 刷

○ 野 ○ 次
1

谷 ○ 吉

○ 崎 英 ○

原 ○ 雄

○ 川 ○ 作

○ 木 ○ 喜 知

○ 塚 ○ 光

松 ○ 武 ○

○ 田 〇 二

越 ○ 〇 三 郎

山 ○ 〇 三 郎

名口到 年酬 耀

舎

「

♂

一

♂

一

♂

「

念

一

歪

一

舎

一

♂

一

♂

一

♂

一

♂

81

PO3

91

02

12

0
召
2

81

81

92

60
∂

03

前
後

一前
後

「前
後

一前
後

一前
後

一前
後

一前
後

一前
後

一前
後

一前
後

一前
後

NaCl

(mg%)

585.0

599.6

579.2

605.5

579.2

593。8

599.6

617.2

593.8

576.2

590.9

602.6

593.8

596.7

596.7

596.7

567.5

567.5

614.3

602.6

573.3

573.3

前 後 ノ差

十13.6

十26.3

十14.6

十17.6

-17 .6

十11.7

十2.9

±0

±0

-11 .7

十 〇
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第13表 女 子 患 者 ノ「ツ ベルレク リ ン」注 射 ノ影 響

姓 名 性1年 齢 羅 (概1鰍 ノ差
Ca
(mg%) 前後 ノ差

S.G.
(cm) 前後 ノ差

○ 村 ○ 代 ♀ 18
覆 騰9r+224

『
10.0

10.2
十 〇.2

7.1

5.3
一1.8

○ 田 ○ 枝 ♀ 23
覆 隠81:IL・ 玄6

1

}

10.6

10.0
一 〇 .6

1.5

1.5
ヒ

±0

○ 田 ○ 久 悪 ♀}27
[ 裂 霧li-・7・5 鍬 一・・6腿!一 ・β

井 ○ ○ 子
1

♀24 前
後 器1:II昭23・31搬

レ

±0 5.2

15
・6」0

.4

○ 本 ○ イ ♀ 18 前
後 181:量1+2・9

「

10.4

10.0
一 〇 .4

5.0

7.6
十2.6

曾 ○ ○ 音 ♀ 27 前
後 器1:1}+・9・5!、8:ぎ 十 〇.8

10.2ト 十 〇
.310

.51
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・ 橋 ・ 子 ヒ26覆ll9:9-8・71:li-・ ・81:§
一+・ ・4

・ 内 ○ 子 ♀32覆ll!:9-5・7、1:ぎ+・ ・8、1:1+・ ・4

0本 ヤ ○ ♀28前lll:1-・4・7、1:1+・ ・4}8二1-・ ・7
閣 「"　

Mayrhofer(20)、 本郷(21氏等 ・・肺結 核患者 二「ツベ

ル クリン」注射前後 二於 テ 赤血球沈降速度 二及

ボ スー定 ノ結 果 テ見出 シ得 ザ リ シ ト云 ヒ、叉

Y.Stukowski(22)氏 ハ結核患者 二 「ツベ ル クリン」

皮 下注射 ヲ施 ス場合 ハ沈降速 度大 トナ リ、皮 内

注射 ノ時 ハ之 レニ反 ス ト云 ヘ リ、之 二 反 シテ

K.Isetter(23)氏 ハ 「ツベル クリン」注射後 二促進

スル コ トテ見ズ ト報 告 ス。

又 「ッベ ル クリン」注射 ノ血清 盤類 二及ボ ス影響

二關 シテハ渡邊 氏ハ 「ツベル ク リンJノ 皮 内注射

二於 テ血 清 「カル チウム」ノ減少 テ 見 タ ル コ ト

屡 支ナ リ ト云 ヘ リ。

結 論

1、 結 核 患者沈降速 度 ハ健康者 ノ夫 レヨ リ速 カ

ニ シテ、特 二女子 二於 テ血清 「カル チウム」量 ト

ノ間 二逆 相關關係 アル ゴ トラ認 メ シム。 之今 日

迄 余 ノ渉猟 セル範園 二於 テ何 入 ノ所設 ニモ明 カ

ニ セル モ ノテ見出 シ得 ザルモ ノー シテ、 正 ニー

新知 見 トナ シ得 ペ シ ト信 ズ。

2、 「ツベル クリ ン」注射 ノ血 清 「カル チウム」及
　

fク ロー ル」含量拉 二沈降速度 二封 スル影響 二關

シテハ、沈 降速 度 二於 テ患者 ハ健康人 一比 シ、

著 明 ノ檜進 又ノ・遅滞 テナスコ トアル テ認 ムル外

二、 如上 ノ成績 ノミテ以 テハ更 二詳 細 テ分 明ス

ル能 ハズ。

欄 筆 スル ニ臨 ミ、前所 長谷 野博 士及 ビ、現所長

日置博士 ノ懇篤 ナル御 指導及 ビ、 日置博士 ノ御

校 閲 テ深謝 ス。
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